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市
内
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
ド
リ
ー
ム

☆
キ
ッ
ズ
」
の
第
８
回
公
演
「
さ

ら
さ
ら
～
川
が
奏
で
る
物
語
～
」

が
９
月
　
、　

の
２
日
間
、
登
米

１１

１２

祝
祭
劇
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
は
、

登

米
文
化
振
興
財
団
が
2
0
0
2
年

に
開
催
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
風

の
声
が
き
こ
え
る
」
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
中
心
と

な
っ
て
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
７
回
の
公
演
を
上

演
。
保
護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
年
１
回
の
公

演
に
向
け
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

の
団
員
が
、
日
々
練
習
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
８
回
目
の
公
演
と
な
る
今
回
の

内
容
は
、
市
内
の
迫
川
を
舞
台
に

仲
間
を
待
つ
一
羽
の
白
鳥
を
通
じ

て
、
川
の
精
霊
な
ど
と
の
出
合
い

か
ら
中
学
生
の
女
の
子
に
友
情
や
、

人
を
信
じ
る
気
持
ち
が
芽
生
え
る

ま
で
の
心
の
動
き
を
描
い
た
も
の
。

　
舞
台
製
作
な
ど
を
手
掛
け
る

「
お
む
ら
い
す
フ
ァ
ク
ト
リ
ー（
仙

台
市
）」
の
指
導
の
も
と
、
完
成
度

の
高
い
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
演
に
は
市
内
を
中
心
と
し
た

小
中
高
校
生
　
人
が
参
加
し
、
今

３３

年
５
月
か
ら
練
習
し
て
き
た
成
果

を
観
客
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
会
場
に
は
子
ど
も
た

ち
の
公
演
を
見
よ
う
と
、
大
勢
の

観
客
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
演

じ
る
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
、
大
き
な
拍
手
を
い
つ
ま
で
も

送
っ
て
い
ま
し
た
。　

心を開けず、仲間とも距離を置く主人公（右端）

小
中
学
生
が
描
く
心
を
結
ぶ
物
語

　
劇
団
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
第
８
回
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

地元の食材を
大いに堪能

平成２２年度
登米市の食材まつり

　
市
内
外
の
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
、

市
内
の
認
定
農
業
者
が
生
産
し
た

安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
っ
た
料

理
を
食
べ
て
も
ら
い
、
食
に
関
す

る
意
見
交
換
な
ど
を
通
し
て
生
産

者
と
の
交
流
を
深
め
る
「
登
米
市

食
材
ま
つ
り
」
が
9
月
　
日
、
ホ

１８

テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
八
巻
 美
  恵
  子
 さ
ん
を

み
 
え
 
こ

講
師
に
招
き
「
豊
か
な
登
米
市
の

恵
み
、
旬
食
材
の
魅
力
」
と
題
し

た
記
念
講
演
の
後
、
昼
食
を
兼
ね

た
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼

食
に
は
市
内
産
の
食
材
を
使
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
テ
ー
ブ

ル
に
並
び
、
来
場
者
は
思
い
思
い

に
自
慢
の
「
登
米
の
食
材
」
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
米
山
丸
山
太
鼓
」、「
森
風
輝
龍

太
鼓
」、「
響
心
」
に
よ
る
演
奏
や
、

民
謡
歌
手
伏
見
 綾
  歌
 さ
ん
に
よ
る

あ
や
 
か

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
お
い
し
い
食

事
と
楽
し
い
話
に
多
い
に
満
足
し

た
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

登米市産の食材を使ったさまざまな料理

思い思いに「登米市の食材」を堪能する参加者

コミカルな演技に会場は笑いに包まれていました人を信じる気持ちが芽生え、友情が生まれる
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ステージで登米市をＰＲする市長と清水バンドさん

　
全
国
各
地
で
地
元
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
る
地
域
の
名
物
料
理
や
郷

土
料
理
な
ど
が
一
堂
に
集
う
、
Ｂ

級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
「
第
５

回
B
‐
1
グ
ラ
ン
プ
リ
　
厚
木
」

in

が
９
月
　
、　

の
両
日
、
神
奈
川

１８

１９

県
厚
木
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
過
去
最
多

の
　
団
体
が
出
場
し
、
２
日
間
に

４６
わ
た
り
自
慢
の
料
理
を
販
売
。
来

場
者
の
投
票
で
ご
当
地
グ
ル
メ
日

本
一
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
油
麩
丼
の
会
」の
皆
さ
ん
が
出
場

し
、
ま
た
、
み
や
ぎ
登
米
農
協
か

ら
も
、
今
大
会
で
使
用
す
る
「
登

米
産
米
ひ
と
め
ぼ
れ
」
が
無
償
提

供
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
に
登
米
市

の
味
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
２
日
間
で
延
べ
　
万
４３

人
を
超
え
る
多
く
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
、
初
日
か
ら

ど
の
店
舗
に
も
長
蛇
の
列
が
で
き

る
な
ど
大
い
に
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
観
光
物
産
協
会
が

油麩丼のブースの前にできた長蛇の列

中
心
と
な
り
、
油
麩
丼
を
応
援
し

よ
う
と
バ
ス
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、

お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包

ん
だ
油
麩
丼
サ
ポ
ー
タ
ー
約
２
０

０
人
が
現
地
に
駆
け
つ
け
、
Ｂ
級

グ
ル
メ
日
本
一
を
目
指
す
イ
ベ
ン

ト
に
、
市
を
挙
げ
て
の
応
援
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
２
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
油
麩

丼
の
会
は
、
2
日
間
で
6
３
0
0

食
を
売
り
上
げ
、
入
賞
は
逃
し
た

も
の
の
大
い
に
登
米
市
を
全
国
に

P
R
し
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

２日間で6,300食が完売するほど大人気

全
国
で
も
大
好
評
！
「
油
麩
丼
」

  　
　
　
　
　
　
　
第
５
回
Ｂ
‐
1
グ
ラ
ン
プ
リ
　
厚
木

in

市民が団結し
無事故を誓う

秋の全国交通安全運動
市交通安全宣言大会

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
（
９

月
　
日
～
　
日
）
の
初
日
の
９
月

２１

３０

　
日
、
交
通
安
全
宣
言
大
会
が
登

２１米
祝
祭
劇
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
佐
沼
・
登
米
両
警

察
署
管
内
の
交
通
安
全
団
体
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
約
５
０
０
人

が
参
加
。
開
会
後
、
全
員
で
交
通

事
故
死
没
者
に
対
し
、
黙
と
う
を

さ
さ
げ
、
市
長
が
「
交
通
事
故
は

被
害
者
加
害
者
と
も
に
大
き
な
痛

手
を
残
し
ま
す
。
〝
事
故
に
遭
わ

な
い
、
起
こ
さ
な
い
〟

と
い
う
日

ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
が
重
要
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
沼
自
動
車
学
校
副
管

理
者
の
千
葉
 洋
  一
 さ
ん
に
よ
る
、

よ
う
 い
ち

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い

て
の
講
演
の
後
、
参
加
者
代
表
が

交
通
安
全
宣
言
を
読
み
上
げ
、
全

員
で
無
事
故
を
誓
い
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
田

地
区
交
通
安
全
指
導
隊
の
菅
原
 美
 
み

 佐
  江
 隊
員
が
、
高
齢
者
の
事
故
防

さ
 
え

止
を
テ
ー
マ
に
し
た
腹
話
術
を
披

露
し
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら

夜
間
の
歩
行
や
外
出
す
る
際
の
注

意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

交通安全に功労のあった団体、個人が表彰されました

菅原隊員の腹話術で、正しい道路横断を再確認

あ
ぶ
ら
　
　
 ふ
　
　
ど
ん
ぶ
り


